
令和 6年度第 3回宮崎市福祉有償運送運営協議会 議事録

□日時：令和７年１月３１日（金） １０：００～１１：３０
□場所：宮崎市民プラザ ４階 小会議室１

１．開会
設置要綱第５条第５項の規定で、協議会は、半数以上が出席しなければ開会することが
できないことになっている。本日は９名の出席。本会議が成立していることを報告。

２．議事
【報告案件】
（１）車両の減車について
１法人から１台減車の報告

（２）車両の入替について
４法人から合計６台入替の報告

（３）登録法人の代表者および住所の変更について
１法人から代表者および住所の変更の報告

（４）福祉有償運送登録法人の廃止について
１法人から福祉有償運送廃止の報告

【協議事項】
（１）協議会協議指針の改正
①運送主体に定める実施団体の変更
⇒団体表記の変更および新規団体の追加

②運送の対象に定める対象者の追加
⇒基本チェックリスト該当者の追加

③福祉有償運送の対価に定める対価の範囲の変更
⇒宮崎市域に適用されるタクシー運賃の８割の範囲内



≪質疑１≫
委員：障がい者手帳により１割引されたタクシー運賃の８割を基準としなくてよいのか。
事務局：九州運輸局が公示している「自家用有償運送者が利用者から収受する対価の取扱

いについて」で公表されている金額を目安とすることで問題ないと確認済。
九州運輸局：公表されている金額はあくまで地域ごとの目安であるため、対価の設定に

ついては、都度協議会で議論してもらいたい。

≪質疑２≫
委員：協議指針が改正されたとしても、各法人は、地域のタクシー運賃の 8割に必ずしも

変更しなくてよいのか。
事務局：そのとおり。

≪協議結果≫
協議会協議指針の改正はすべて承認。

（２）利用料金の変更について
１法人が運行コスト増加を理由に利用料金変更を申請。

≪質疑≫
委員：利用料金の変更の適用のタイミングはいつになるのか。
事務局：協議会での承認後に、九州運輸局宮崎運輸支局へ届出をした日からになる。

≪協議結果≫
利用料金の変更の申請は承認。

（３）福祉有償運送登録法人の更新について
１法人が登録更新を申請。

≪質疑１≫
委員：法人の利用料金を確認すると、極端に安いように見える。九州運輸局が公示し

ている「自家用有償運送者が利用者から収受する対価の取扱いについて」において
も、「タクシーの半額等、必要以上に価格の安いことを煽って会員等の募集を行って
はならない」とあるが、問題ないか。

事務局：対価の範囲内であるため、問題ない。



委員：公示にある記載は、あくまで募集に関することで、利用料金を安価にすることを妨
げるものではないと思うが、九州運輸局宮崎運輸支局としてはどうか。

九州運輸局：お見込みのとおりで問題ない。

≪協議結果≫
登録法人更新の申請は承認。

（４）車両の増車について
3法人から合計５台の増車申請。
車両にかかる保険など問題がないことを事務局より説明。

≪協議結果≫

車両の増車申請はすべて承認。

（５）車両の入替について

１法人から１台の入替申請。

車両にかかる保険など問題がないことを事務局より説明。

≪協議結果≫

車両の入替の申請は承認。

（６）セダン利用対象者認定について

2法人から合計１６名の申請。いずれも視覚障がい者であり、介助があればセダン車への

移乗は可能かつ座位の保持も問題がないため、セダン利用で問題がないことを事務局より

説明。

≪協議結果≫

セダン利用対象認定の申請はすべて承認。



（７）運送対象者認定について

１法人から３名の申請。

３名のうち１名は要介護１であり、２名は要支援２の状態。いずれも、移動制約に関連す

る疾病などを抱えており、単独での移動は困難かつ公共交通機関の利用が困難である状況

のため、運送対象者認定の必要性があることを事務局より説明。

≪協議結果≫

運送対象者認定の申請はすべて承認。

３．その他

特になし

４．閉会


